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ポストコロナにおけるオンライン言語学習の在り方 

 

金 庚民（大阪大学 基礎工学研究科 システム創成専攻） 

 

1. はじめに 

2020 年に COVID-19 を経験した我々は、ありとあ

らゆる分野におけるデジタルトランスフォメーショ

ンを余儀なくされた。特に教育分野での変化は目覚

ましく、オンライン授業や配信コンテンツの重要性

は非常に高くなっている。では、言語教育において

は、どのような変化が求められるだろうか？ 

本稿では、筆者が岩居弘樹先生、大前智美先生と

一緒に韓国語学習コンテンツを作成しながら得た気

づきや、ノウハウを述べていきたい。 
 

2. オンライン言語学習のハードル 

言語の学習において最も重要なことは、その言語

に頻繁に触れ・使用することである。しかしポスト

コロナにおいては人と対面し、その言語を使って会

話するという機会が減るため、I CT 技術を用いたオ

ンライン言語学習の重要性が高まると考えられる。 

これまで、大学を初めとした様々な教育機関がオ

ンライン授業を導入してきたが、文部科学省の調べ

によると図１のような問題点が挙げられている[1]。 

 
図 1：オンライン授業の問題点（文科省アンケート） 

 
特に注目すべきは、１位・４位に挙げられている

ような、「人との関わりがない」ことに対する不満で

ある。言語を学習する主たる目的の一つは、人と関

わり繋がることであり、オンラインだからこそイン

タラクティブなコンテンツの準備が重要と言える。 

そもそもオンライン授業は、２つのタイプに分け

 
1 https://www.g.les.cmc.osaka-u.ac.jp/2021-online 

ることができる。一つ目は Zoom 等の Web 会議シス

テムを用いた「リアルタイム型」で、二つ目が録画

された映像等を配信する「オンデマンド型」である。 

筆者は、これらの両方のタイプをコンテンツに合

わせて使い分けることが、インタラクティブかつ効

率の良い言語学習になると考えている。では、ここ

から実際の韓国語コンテンツを紹介していく。 
 
3. リアルタイム型：耳と口の訓練 

 馴染みのない言語を初めて学ぶとき、最も重要な

ことはなんだろうか？筆者らは「耳と口の訓練」が

言語学習の大切な一歩であると考えている。つまり、

その言語特有の音に耳を慣らし、自分の口でそれを

真似できるようになることである。 

 そこで、筆者らは「市民講座 Online! 複言語学習

のススメ」1というリアルタイム型授業を進めてきた。

ここでは外国語を学びたい市民の方を幅広く募集し、

文字や文法は使わず、ほとんど耳と口だけで音を覚

えることで、45 分の Zoom セッションで約 4 つの言

語にチャレンジしてもらった。 

  
図 2：市民講座 Online!のセッションの様子 
（ぼかし有：参加者、ぼかし無：講師） 

 
 図２は実際のセッションの様子であるが、ぼかし

が入っているのは参加者の方で、それ以外は講師で

ある。ここでは、ドイツ語・韓国語・フランス語・

インドネシア語の４つの言葉で「こんにちは」、「私

の名前は OO です」、「私は OO から来ました」、「あ
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りがとう」などの挨拶やフレーズを覚えてもらった。

カタカナ等で書き起こした文字を読むのではなく、

講師の生の発音をそのまま耳で聞いて口で真似する

ということにより、高い学習効果が得られた。 

 このように学習したフレーズを忘れることなく覚

え続けるためには、自分の発音を記録に残し、忘れ

てきた頃に見直すことが効果的である。そこで筆者

らは Flip[2]という動画共有サービスを用いた（図３）。 

 もし授業で学んだフレーズを忘れてしまっても、

講師がアップロードした動画を視聴しながら自分で

復習することができる。このように覚えたフレーズ

を自らの口で発音し、それを録画し Flip 上にアップ

ロードしてもらう。加えて、アップロードされた動

画に講師からフィードバックを残すことで、更にモ

チベーションの向上を図ることができる。 

 市民講座を受けた後、学習した言葉に興味を持ち、

文字についても学習したいという声があり、４章の

ようなオンデマンド型コンテンツを作成した。 

  
図 3：講師・参加者による、学習したフレーズの録画

（ぼかし有：参加者、ぼかし無：講師） 
 
4. オンデマンド型：ハングル文字の習得 

オンデマンド型のコンテンツに関しては、フィー

ドバックがすぐに得られず、講師側が一方的に配信

するコンテンツになりやすく、学習者が集中しにく

い・学習効率が落ちるといったリスクがある。 

筆者らはこのような問題を克服する為、インタラ

クティブな UI を活用して学習者に能動的な学習を

促すことができる動画プラットフォームサービス 

‘Mindstamp’[3]を使用し、ハングルの文字講座コンテ

ンツ2を作成した。 

図４は、ハングルの成り立ちを説明している講座

の一場面で、子音と母音の違いや組み合わせの方法

を紹介している。ハングル文字に慣れていない初学

 
2 https://myinteractive.video/w/ufbnsoSeYJsr 

者を想定しているため、スライド上の文字の色分け

などの工夫だけでなく、Mindstamp の Hotspot ボタン

機能を活用している。動画を視聴している途中に現

れた Hotspot ボタンを押すと、予め用意した文字・

写真・ウェブサイト等を表示することができる。 

このようなインタラクティブな機能を用い、オン

デマンド型のコンテンツでも能動的な学習を促すこ

とにより、学習者が飽きずに集中できる言語学習が

実現できると考えられる。 

 
図 4：Mindstamp の Hotspot 機能を活用した例 

 
5. おわりに 

 様々なサービスを効果的に組み合わせ、オンライ

ン言語学習コンテンツを創り上げることは容易なこ

とではなかった。それを手助けしてくださった、岩

居先生・大前先生を始めとしたサイバーメディアセ

ンターの方々にお礼を申し上げたい。 

今後の市民講座もお楽しみに！ 
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ICTを活用した「複言語学習のすすめ」

岩居　弘樹（大阪大学　サイバーメディアセンター）

1. はじめに

ICTを活用した複言語学習に取り組み始めて約10
年になります。日本はすでに多言語多文化社会に

なっていますが、他の言語、他の文化を受け入れる

土壌ができているとはいえません。複言語学習は、

ひとつの言語を深く掘り下げるのではなく、いろい

ろな言語を少しずつ学んで、言葉や文化への関心の

幅を広げ、「知らない」ということから起こる誤

解、偏見、恐怖を少しでもなくなればという気持ち

で始めた取り組みです。

ちょうどこの取り組みを始めた頃から、スマート

フォンやタブレット端末の普及が始まり、手軽にビ

デオ撮影ができるようになりました。また、コン

ピュータによるテキストの読み上げがロボット音声

から自然な音声になり、人間が発する音声をテキス

ト化するという技術もスマートフォンで使えるよう

になりました。私たちが進めている複言語学習は、

このようなテクノロジーを活用しながら実施してい

ます。

2. なぜICTなの？

自分の知らない外国語を学ぶとき、文字を見て発

音しようとするかもしれません。でも、全ての言語

で英語のスペルと発音の対応が当てはまるとは限り

ません。また、ラテン文字を使わない言語、例えば

韓国語やヒンディー語、タイ語、アラビア語、ロシ

ア語などでは、文字を見て発音しようという方法は

使えません。まずは文字から覚えるというのが王道

だと思うのですが、「今すぐしゃべってみたい、声

に出してみたい」という私のようなせっかちな人間

には、音を聴いて真似るという方法しかない。とこ

ろが、音を真似しても、それが正しいのかどうかは

自分では全く判断できません。先生がいればチェッ

クしてもらえるのですが、先生がいつもそばにいる

とは限りません。

　こういう時に役に立つのがスマートフォンです。

先生の発音をビデオや音声で記録して何度も聴いた

り、自分の発音が「通じるかどうか」を音声入力で

試すこともできます。また、覚えた表現をビデオに

撮って保存しておくと、どれだけ成長したか振り返

ることもできます。

3. こんなことやってます

3.1 医療系大学向けの「複言語学習のすすめ」

2013年から始まった大学院向け「多言語演習」

は、インドネシア語、トルコ語、ベトナム語で始ま

りました 。私はコーディネーターとして参加、実1

際に言語を教えるのは、それぞれの言語を母語にし

ている留学生でした。

2018年からは、多言語演習の経験をベースに、大

阪府内の医療系大学で「複言語学習のすすめ」とい

うタイトルで、ドイツ語、インドネシア語、韓国語

の３言語を学ぶコースを始めました 。当初は対面2

授業で行っていましたが、2020年のコロナ禍以降は

オンラインで実施しています。1クラス60人を３つ

のグループに分け、4回ごとにローテーションしな

がら、PCやスマートフォンを活用しながら3言語を

学んでいます（表1）。2020年からは、上記３言語

以外の言語であいさつと簡単な自己紹介のビデオを

撮影するというタスクを加えています。2022年度は

6言語から３言語を選択してビデオ撮影しました。

3.2 小学生向け「世界のことばプロジェクト」

大阪大学の留学生と教室の子どもたちをつないで

いろいろなことばを学ぶというオンラインの講座も

 https://respect.hus.osaka-u.ac.jp/activities/classes/multilingual_class/index.html1

岩居 20212

表1 「複言語学習のすすめ」の流れ

週 グループA グループB グループC

1 オリエンテーション

2 -5 ドイツ語 インドネシア語 韓国語

6 - 9 韓国語 ドイツ語 インドネシア語

10- 13 インドネシア語 韓国語 ドイツ語

14 3言語以外の言葉

15 まとめ


